


































An Analysis of the Rise and Decline of Late Yayoi Settlements 
as Factors behind the Emergence of Clusters of Prominent Chiefs’ Tombs 































































































































































海域 河川水系など 環濠集落 その他の遺跡（左は青銅器出土遺跡） 前期 中期 後期有明海側
菊池川 
流域




北部 岩崎城跡 伝左山 ▲稲荷山
柳町 玉名平野条里跡 ▲大坊
平野部左岸 東部 野部田 ▲天水大塚 天水経塚



























下岩野川流域 ▲塚園 1 号











中流域 清水町，徳王 羽山塚 打越稲荷山
白川 
中・上流域
中流域 弓削山尻，法王鶴 石原亀甲，長嶺 梅ノ木，下南部




阿蘇谷 宮山，狩尾・湯の口 小野原A，下扇原，下山西 陣内 ▲長目塚
南郷谷 南鶴，幅・津留 柏木谷 柏木谷





東部 加勢川流域 江津湖周辺 江津湖，神水
秋津川流域 梨木，古閑北，古閑
木山川流域
矢形川流域 二子塚 塔平 井寺
緑川流域 下流域 右岸 御幸木部？
御船川流域 小坂大塚 ▲長塚
左岸 西天神原
浜戸川流域 下流域 右岸 新御堂
左岸 ▲琵琶塚 ▲花見塚
宇土半島北岸 城 1・2 号
宇土半島 
基部
北半部 東側 潤川 
流域
下流域 境目，畑中 ▲潤野３号 ▲男塚，▲女塚
上流域 古保山打越







砂川流域 左岸 丘陵部 ▲大野窟
氷川流域 右岸 丘陵部 ▲野津古墳群




下流域 右岸 用七，上日置女夫木 西方園田 ▲八代大塚
左岸 下堀切？ 田川内 1 号
島嶼部 楠木山 大鼠蔵尾張宮
上流域 人吉盆地 西部 人吉市周辺 中通，入口 鬼塚
























































































































3・9・14・17・20・21．方保田東原遺跡（3：第 4 次調査土器溜め，9：第 7次調査 6号住居，
14：第 7 次調査溝状遺構，17：第 2次調査 D-2 号住居，20：第 4次調査土器溜め，21：




6・12．二本木遺跡群（6：4区 SI102，12：6 区 SI266）
16．八島町遺跡 S147
18・19．江津湖遺跡群第 7次調査 9号溝





























約 1km しか離れていない上述の築地館跡とはまったく異なった様相を示す。包含層からは破鏡 1
点が出土している。山田松尾平遺跡の南約 500m に位置する高岡原遺跡（玉名市，12）は，小規模





































鏡 1 面，小型仿製鏡 1 面のほか，巴形銅器片も 1 点出土している点で，弥生時代後期における有力























































管理センター建設予定地（第 11 次調査）で検出された 10 号溝［表 2 文献 50：中村編 2008］やサンチェ








溝となる可能性も考えられる。なお，2008 年の段階で，青銅器は銅鏡 10 点，銅鏃 9 点，巴形銅器
















池市七城町，41）が存在する。1990～1991 年調査で検出された溝は 10 号 -A 溝および 10 号 -B 溝
の 2 条である。10 号 -A 溝はハケ調整脚台付長胴甕，10 号 -B 溝は脚台を付さない長胴丸底甕の段




前期に位置付けられる住居も確認されているようであるから［表 2 文献 57：髙木 1990］，環濠埋没
後も集落は維持されたとみられる。なお，10 号 -A 溝から小型仿製鏡片 1 点，弥生時代銅鏃 1 点，











する。およそ 350 棟の竪穴式住居や大量の土器を包含する多条の溝が検出された。また，銅鏡 9 点，















































































































































































































る。銅鉇 1 点，銅釦 1 点，弥生時代銅鏃 2 点，青銅製刃器片 1 点が出土している。報告書での吉田
麻子の考察によれば［表 2 文献 149：吉田編 2008］，連続する溝である第 5 次調査区 7 号溝と第 13 次
調査区 SD0002，および第 40 次調査区の溝 SD002 が弥生時代後期の環濠となる可能性が高い。な


















れた土地だと考えられる。表 2 に示した御幸木部遺跡群の内容は，熊本県実施の 2004 年度調査に
よるものである。タタキ・ハケ調整脚台付長胴甕の段階の集落が確認されている。この熊本県調査
地の北東約 100m では 2003 年度に熊本市によって調査が行われ，弥生時代後期の環濠と考えられ






















期終末まで途切れない上に，古墳時代前期まで継続している」［表 2 文献 168：金田 2002a：p.58］と
記述されていることからもうかがえるように，当地域における弥生時代中期から古墳時代前期の有
力集落の 1 つであることは確実である。環濠の可能性がある弥生時代中期前半の溝も検出されてい
る。古墳時代前期の土器の出土も多い［表 2 文献 169：杉井 2002a］。詳しい内容が不明なため，これ
まで取り上げられることは少なかったが，注目されるべき遺跡である。境目遺跡の西に隣接して，
これも弥生時代「中期から後期まで時期的な途切れはない」との指摘がなされた畑中遺跡（宇土市，































八代平野の大部分は干拓地である。かつては，いまの JR 鹿児島本線から国道 3 号線のあたりに
まで海が入っていたと推測される。そのため，八代平野として 1 つにまとめるよりは，そこを流れ
















認されている。また，用七遺跡では銅鉇 1 点，珠文鏡 1 点が，上日置女夫木遺跡（表 2 文献 185 報














































































































































墳集成編年（以下では集成編年と記述）［広瀬 1991］の 2 期に位置づけられる。みかん園の開墾によっ
て墳丘は完全に失われてしまったが，赤色顔料が付着した安山岩板石の破片が確認されていること
から，主体部は箱式石棺であった可能性が高い。舶載三角縁四神四獣鏡 1 面が出土している。福永


































































































































































































































































地域で舶載三角縁神獣鏡 3 面（伝八代郡 1 面，伝葦北郡 2 面）が出土したと伝えられている点は重
要である。福永編年 B・C・D 段階の鏡が 1 面ずつあり，これは熊本県地域で出土した三角縁神獣
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図 1～3　カシミール 3D を用いて杉井作成
図 4　 1・2：表 2 文献 35 - 岡本編 2005
3・17・20・21：表 2 文献 44 - 中村ほか編 1982
4・9・10・14：表 2 文献 43 - 中村編 1987
5・11・15：表 2 文献 113 - 木﨑編 1993
6・12：表 2 文献 128 - 長谷部ほか編 2013b
16：表 2 文献 129 - 長谷部ほか編 2013c
18・19：表 2 文献 139 - 原田・岩谷編 2006
22：表 2 文献 135 - 大坪編 2010
7・8・13：表 2 文献 159 - 島津ほか編 1992
図 5　 1：表 2 文献 54 - 木﨑編 1996
2：表 2 文献 95 - 隈 1983
3：木﨑康弘　1991「熊本県」『日本考古学年報』42（1989 年度版），日本考古学協会，pp.343-350.
図 6　表 2 文献 178 - 藤本編 2012
図 7　村上 2007
図 8　杉井 2010 を改訂
表 1・2　杉井作成
（熊本大学文学部，国立歴史民俗博物館共同研究員）
















































1 菊池川 下流域 玉名湾西部 築地池下 玉名市築地 1,119 1 1 ○
2 菊池川 下流域 玉名湾西部 狐ん路 玉名市築地 約 30 1 2 ？
3 菊池川 下流域 玉名湾西部 今見堂 玉名市築地 250 0 3 ○
4 菊池川 下流域 玉名湾西部 築地市場 玉名市築地 約 35 0 4 ？ 包含層。
5 菊池川 下流域 玉名湾西部 築地館跡 玉名市築地 6,647 24 5 ○ 脚台付長胴甕まで ○ ○ 断絶部を有する条溝。
菊池川 下流域 玉名湾西部 築地館跡 玉名市築地 約 20 0 6 ○ 包含層。
6 菊池川 下流域 玉名湾西部 蓮華 玉名市築地 2,600 7 3 ○
7 菊池川 下流域 玉名湾西部 南大門 玉名市築地 330 18 7 ○ 家形土器片出土。




9 菊池川 下流域 玉名湾西部 五郎丸 玉名市山田 533 0 9 ○ ○ 包含層。
菊池川 下流域 玉名湾西部 五郎丸 玉名市山田 533 2 9 △ ○
10 菊池川 下流域 玉名湾西部 山田松尾平 玉名市山田 2,700 6,78,24 10 △ △ ○ ○ ○ ○ 銅鏡片 1（包含層） 弥生後期後半から古墳時代前期
へ継続。
11 菊池川 下流域 玉名湾西部 平嶋 玉名市山田 250 11 11 ○
12 菊池川 下流域 玉名湾西部 高岡原 玉名市山田 986 1 9 ○
菊池川 下流域 玉名湾西部 高岡原 玉名市山田 240 3 9 ○
菊池川 下流域 玉名湾西部 高岡原 玉名市山田 692 1 2 ○ ○
菊池川 下流域 玉名湾西部 高岡原 玉名市山田 約 65 8 4 ？
菊池川 下流域 玉名湾西部 高岡原 玉名市山田 約 60 2 6 ？
菊池川 下流域 玉名湾西部 高岡原 玉名市山田 600 8 12 ○ ○ 既調査において小型仿製鏡
1，銅鏡片 1
13 菊池川 下流域 玉名湾西部 大原 玉名市岱明町野口 約 3,000 ？ 13 ？ ？ 銅鏡片2，小型仿製鏡 1，銅鏃 執筆時未報告のため詳細不明。
14 菊池川 下流域 玉名湾西部 塚原 玉名市岱明町野口 ？ ？ 14 ○ ？ ？ ？ ？ 執筆時未報告のため詳細不明。
15 菊池川 下流域 玉名湾西部 山下 玉名市岱明町山下 30 1 15,16,17 △ ○
16 菊池川 下流域 玉名湾北部 小園 玉名市石貫 2,406 31,3 18 ○ ○ △
17 菊池川 下流域 玉名湾北部 岩崎城跡 玉名市岩崎 1,000 9 19 ○ ○
菊池川 下流域 玉名湾北部 岩崎城跡 玉名市岩崎 約 18 1 4 ？
18 菊池川 下流域 玉名湾北部 玉名平野条里跡 
（C 地点）
玉名市岩崎 5,427 0 6 ○ ○ 繁根木川左岸沿い。 
土器集中窪地状遺構。










菊池川 下流域 玉名湾北部 柳町 玉名市河崎 9,109 0 21 ？ ？ ○ ○ 銅鏡片 1 報告不十分，弥生末～古墳初頭の
水田。








20 菊池川 下流域 玉名湾北部 両迫間日渡 玉名市玉名・両迫間 4,800 0 23 ○ 弥生中期の水田畦畔，古墳中期の
祭祀遺構。




21 菊池川 下流域 玉名湾北部 玉名平野条里跡 
（古閑前地区）











22 菊池川 下流域 玉名湾東部 中北 玉名市伊倉北方 500 4 4 ○
23 菊池川 下流域 玉名湾東部 野部田 玉名市天水町野部田 ？ ？ 26,27,28 ○ ？ ○ ○ ？ △ 未報告のため詳細不明。




























26 菊池川 下流域 木葉川上流域 内山 熊本市北区植木町滴水 26 3 31 ○ 滴水館跡に北接。
27 菊池川 下流域 木葉川上流域 滴水館跡 熊本市北区植木町滴水 55 0 32 ○ 中世土塁下の旧表土とその下層。
28 菊池川 下流域 木葉川上流域 ヲスギ 熊本市北区植木町滴水 1,100 18 33 ○？ ？ ○ 小型仿製鏡 1（住居），銅鏃 1
（住居）
菊池川 下流域 木葉川上流域 ヲスギ 熊本市北区植木町滴水 17,092 4 34 ○？ ？ ○ 墓域中心：土壙墓 44・木棺墓 6・
箱式石棺墓 1。 
西側の県調査区が集落域。
















































1 菊池川 下流域 玉名湾西部 築地池下 玉名市築地 1,119 1 1 ○
2 菊池川 下流域 玉名湾西部 狐ん路 玉名市築地 約 30 1 2 ？
3 菊池川 下流域 玉名湾西部 今見堂 玉名市築地 250 0 3 ○
4 菊池川 下流域 玉名湾西部 築地市場 玉名市築地 約 35 0 4 ？ 包含層。
5 菊池川 下流域 玉名湾西部 築地館跡 玉名市築地 6,647 24 5 ○ 脚台付長胴甕まで ○ ○ 断絶部を有する条溝。
菊池川 下流域 玉名湾西部 築地館跡 玉名市築地 約 20 0 6 ○ 包含層。
6 菊池川 下流域 玉名湾西部 蓮華 玉名市築地 2,600 7 3 ○
7 菊池川 下流域 玉名湾西部 南大門 玉名市築地 330 18 7 ○ 家形土器片出土。




9 菊池川 下流域 玉名湾西部 五郎丸 玉名市山田 533 0 9 ○ ○ 包含層。
菊池川 下流域 玉名湾西部 五郎丸 玉名市山田 533 2 9 △ ○
10 菊池川 下流域 玉名湾西部 山田松尾平 玉名市山田 2,700 6,78,24 10 △ △ ○ ○ ○ ○ 銅鏡片 1（包含層） 弥生後期後半から古墳時代前期
へ継続。
11 菊池川 下流域 玉名湾西部 平嶋 玉名市山田 250 11 11 ○
12 菊池川 下流域 玉名湾西部 高岡原 玉名市山田 986 1 9 ○
菊池川 下流域 玉名湾西部 高岡原 玉名市山田 240 3 9 ○
菊池川 下流域 玉名湾西部 高岡原 玉名市山田 692 1 2 ○ ○
菊池川 下流域 玉名湾西部 高岡原 玉名市山田 約 65 8 4 ？
菊池川 下流域 玉名湾西部 高岡原 玉名市山田 約 60 2 6 ？
菊池川 下流域 玉名湾西部 高岡原 玉名市山田 600 8 12 ○ ○ 既調査において小型仿製鏡
1，銅鏡片 1
13 菊池川 下流域 玉名湾西部 大原 玉名市岱明町野口 約 3,000 ？ 13 ？ ？ 銅鏡片2，小型仿製鏡 1，銅鏃 執筆時未報告のため詳細不明。
14 菊池川 下流域 玉名湾西部 塚原 玉名市岱明町野口 ？ ？ 14 ○ ？ ？ ？ ？ 執筆時未報告のため詳細不明。
15 菊池川 下流域 玉名湾西部 山下 玉名市岱明町山下 30 1 15,16,17 △ ○
16 菊池川 下流域 玉名湾北部 小園 玉名市石貫 2,406 31,3 18 ○ ○ △
17 菊池川 下流域 玉名湾北部 岩崎城跡 玉名市岩崎 1,000 9 19 ○ ○
菊池川 下流域 玉名湾北部 岩崎城跡 玉名市岩崎 約 18 1 4 ？
18 菊池川 下流域 玉名湾北部 玉名平野条里跡 
（C 地点）
玉名市岩崎 5,427 0 6 ○ ○ 繁根木川左岸沿い。 
土器集中窪地状遺構。










菊池川 下流域 玉名湾北部 柳町 玉名市河崎 9,109 0 21 ？ ？ ○ ○ 銅鏡片 1 報告不十分，弥生末～古墳初頭の
水田。








20 菊池川 下流域 玉名湾北部 両迫間日渡 玉名市玉名・両迫間 4,800 0 23 ○ 弥生中期の水田畦畔，古墳中期の
祭祀遺構。




21 菊池川 下流域 玉名湾北部 玉名平野条里跡 
（古閑前地区）











22 菊池川 下流域 玉名湾東部 中北 玉名市伊倉北方 500 4 4 ○
23 菊池川 下流域 玉名湾東部 野部田 玉名市天水町野部田 ？ ？ 26,27,28 ○ ？ ○ ○ ？ △ 未報告のため詳細不明。




























26 菊池川 下流域 木葉川上流域 内山 熊本市北区植木町滴水 26 3 31 ○ 滴水館跡に北接。
27 菊池川 下流域 木葉川上流域 滴水館跡 熊本市北区植木町滴水 55 0 32 ○ 中世土塁下の旧表土とその下層。
28 菊池川 下流域 木葉川上流域 ヲスギ 熊本市北区植木町滴水 1,100 18 33 ○？ ？ ○ 小型仿製鏡 1（住居），銅鏃 1
（住居）
菊池川 下流域 木葉川上流域 ヲスギ 熊本市北区植木町滴水 17,092 4 34 ○？ ？ ○ 墓域中心：土壙墓 44・木棺墓 6・
箱式石棺墓 1。 
西側の県調査区が集落域。
















































30 菊池川 下流域 江田川下流域 諏訪原 和水町原口 ？ 73 36 ○ 脚台なし長胴甕まで？ ？ ○ ○ 未正式報告なので詳細不明（写真
より判断）。
菊池川 下流域 江田川下流域 諏訪原 和水町恵田・原口 約 700 3 37 ？ ？ ？
菊池川 下流域 江田川下流域 諏訪原 和水町原口 150 4 38 ○ ○
菊池川 下流域 江田川下流域 諏訪原 和水町原口 約 880 9 39 ○
31 菊池川 下流域 久米野川下流域 久米野前畑 和水町久米野 25 0 40 ○ 包含層。
32 菊池川 中流域 和仁川上流域 田中城跡 和水町和仁 約 1,500 2 41 ○ 中世城主郭部の下層。
33 菊池川 中流域 菊鹿盆地西半部右岸 桜町 山鹿市山鹿 ？ ？ 42 ○ ？ ？ ？ 古い調査のため詳細不明。
34 菊池川 中流域 菊鹿盆地西半部右岸 古閑白石 山鹿市古閑 ？（試掘） 0 43 ○？ 脚台付長胴甕まで ○ ○ 方保田編年Ⅱ・Ⅲ期相当。
35 菊池川 中流域 菊鹿盆地西半部右岸 方保田石原 山鹿市方保田 採集 0 43 ○
36 菊池川 中流域 菊鹿盆地西半部右岸 方保田東原 山鹿市方保田 約 2,500 80 44 ○ 脚台なし長胴甕まで？ △ ○ ○ ○ ○ ○ 巴形銅器 1（土坑），銅鏡 3・
銅鏡片 1（土器溜め，石棺ほ
か），銅鏃 2（住居ほか）











菊池川 中流域 菊鹿盆地西半部右岸 方保田東原 山鹿市方保田 約 850 7 45 ○ ○ 大道小学校校庭。溝は中世城関
連。




菊池川 中流域 菊鹿盆地西半部右岸 方保田東原 山鹿市方保田 433 8,5,2 46 ●？ ハケ球形胴甕まで？ ○ ○ ○ 箆被付銅鏃 1（土坑） 個人住宅 3 地点。 




菊池川 中流域 菊鹿盆地西半部右岸 方保田東原 山鹿市方保田 2,868 93 47 ○① ●？② ①脚台なし長胴甕まで 
②脚台なし長胴甕から
△ △ ○ ○ ○ 平成 8 年：小型仿製鏡 2（住
居）










菊池川 中流域 菊鹿盆地西半部右岸 方保田東原 山鹿市方保田 1,172 59 49 ○ 脚台なし長胴甕まで △ ○ ○ ○ ○ 小型仿製鏡 1（包含層？） 平成 14・15 年度内容確認調査。 
検出された溝は，集落中央を南北
に走る…集落内部の区画溝？
































菊池川 中流域 菊鹿盆地西半部右岸 方保田東原 山鹿市方保田 900 3,11 52 ○ ○ ○ 平成 6 年度史跡整備。 
脚台なし以降の段階が中心。




37 菊池川 中流域 菊鹿盆地西半部右岸 藤井前田 山鹿市藤井 採集 0 43 ○





39 菊池川 中流域 上内田川中流域 津袋大塚 山鹿市鹿本町津袋 ？ 2 55 ○？ 脚台付長胴甕まで ○ ○ 溝状遺構（断面Ｖ字）出土土器に
よる。
40 菊池川 中流域 上内田川上流域 天岩戸岩陰 山鹿市菊鹿町山内 24 × 56 ○ △ 包含層。




住居約 70，溝 7 箇所（環濠？）。
菊池川 中流域 上内田川下流域 うてな 菊池市七城町台 8,000 0 58 ○ 脚台なし長胴甕まで ○ 
（10 号 - Ａ溝）
△ 
（10 号 - Ｂ溝）
○ 
（10 号 - Ｂ溝）
○ 
（方形周溝墓）
銅鏡片 1（10 号 - Ａ溝），銅鏃




42 菊池川 中流域 米原台地 鞠智城跡 山鹿市菊鹿町米原 2,800 4 59 △ △ ○
43 菊池川 中流域 千田川流域 城尾屋敷 山鹿市鹿央町広 2,200 0 60 △ △
44 菊池川 上流域 河原川下流域 藤田上原 菊池市藤田 1,640 0 61 ○ ○
45 菊池川 上流域 河原川下流域 東鶴 菊池市下河原 1,700 4 62 ○
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42 菊池川 中流域 米原台地 鞠智城跡 山鹿市菊鹿町米原 2,800 4 59 △ △ ○
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44 菊池川 上流域 河原川下流域 藤田上原 菊池市藤田 1,640 0 61 ○ ○
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47 合志川 下流域 左岸 大橋 熊本市北区植木町田底 10 0 32 ○ ○ 包含層，合志川を挟んで小野崎遺
跡の対岸低地。








が長方形 2 本主柱から方形 4 本
主柱に変化＝古墳前期後半とす
る。
49 合志川 中流域 左岸 高熊 熊本市北区植木町古閑 37 0 65 ○？ ？ △ △ ○ △ 環濠埋没後，その上に高熊古墳
（集成 7 期）が築造される。
50 合志川 中流域 左岸 石立 合志市合生 2,500 4 66 ○ 脚台なし長胴甕まで ○ ○ △ 方形周溝墓（古墳中期前葉）が環
壕を切るが，古墳前期のものは未
検出。
51 合志川 中流域 左岸 八反田 合志市合生 7,500 15 67 ○
52 合志川 中流域 左岸 八反畑 合志市合生 3,800 5 67 ○ ハケ脚台付長胴甕まで ○







54 合志川 中流域 塩浸川流域 小合志原 合志市合生 476 1 69 ？
55 合志川 中流域 塩浸川流域 陣ノ内 合志市幾久富 1,800 0 70 ○ 脚台なし長胴甕まで ？ ○ 環濠のみ検出，環濠は弥生中期後
半の甕棺墓を切る，ハケのみ脚台
付長胴甕は未出土。
56 合志川 中流域 豊田川流域 一木中尾 熊本市北区植木町一木 10 1 31 ○ 植木町内初の古墳前期集落発見。
57 合志川 中流域 小野川流域 石川 熊本市北区植木町石川 4,739 約 150 71 △ ○ ○ 小型仿製鏡片 1（住居） 古墳前・中期の断絶，6 世紀はじめ
に竈付き住居出現。
58 合志川 中流域 小野川流域 
（下岩野川流域）
松山 熊本市北区植木町岩野 164 1 72 ○ 北無田Ⅲ期，ただし住居は長方形
2 本主柱。
59 合志川 上流域 左岸 古閑下 菊池市旭志村小原 300 1 73 ○ △
60 合志川 上流域 矢護川下流域 伊坂上原 菊池市旭志村伊坂 24,000 3 74 ○
合志川 上流域 矢護川下流域 伊坂上ノ原 菊池市旭志村川辺 1,260 10,1 75 ○ △
61 合志川 上流域 矢護川上流域 矢護川日向 大津町矢護川 約 5,000 28,5 76 ○ ○ △
62 井芹川 上流域 左岸 荻迫 熊本市北区植木町荻迫 210 3 77 ○ ○ 調査区外で弥生中期後半～古墳
初頭の土器表採。





64 井芹川 中流域 右岸 扇田 熊本市北区貢町 15,000 3,21 79 △ ○ ○ 第 1 次調査区。住居は弥生後期前
半，古墳前期後半に二分。五丁中
原遺跡に先行するとする。
65 坪井川 上流域 左岸 立石遺跡群 熊本市北区改寄町 1,864 17 以上？ 80 ？ 第 3 次調査区。年報のため詳細不
明。
66 坪井川 上流域 右岸 小糸山遺跡群 熊本市北区明徳町 4,000 93 81 ○ ？ ？ ？ 第 1 次調査区。年報のため詳細不
明。
67 坪井川 上流域 右岸 楠野遺跡群 熊本市北区楠野町 600 6 82 ○ 第 1 次調査区。
68 坪井川 上流域 左岸 梶尾遺跡群 熊本市北区梶尾町 2,700 19 81 ○ ？ ？ ？ 第 1 次調査区。年報のため詳細不
明。
69 坪井川 中流域 左岸（堀川合流点） 清水町遺跡群 熊本市北区八景水谷 230 4 83 ○ △ 銅鏡片 1（包含層） 第 1 次調査区。堀川は江戸期用水
路。
坪井川 中流域 左岸（堀川合流点） 清水町遺跡群 熊本市北区八景水谷 250 3,2 84 ○ ○ 第 2 次調査区。堀川は江戸期用水
路。
70 坪井川 中流域 右岸 徳王 熊本市北区高平 500 29 81 ？ 小型仿製鏡 1（採集） 第 1 次調査区。年報のため詳細不
明。
71 白川 中流域 右岸 庵ノ前 熊本市北区龍田 6,900 3 85 ○ 沈目Ⅱ期・塚原Ⅰ期（前期後葉～
中期前葉）。
72 白川 中流域 右岸 迫ノ上 熊本市北区龍田 6,400 7 86 ○ 沈目Ⅱ期・塚原Ⅰ期（前期後葉～
中期前葉）。 
庵ノ前遺跡の南に隣接。
73 白川 中流域 左岸 西谷 熊本市東区下南部 1,500 8 87 ○
74 白川 中流域 左岸 下南部 熊本市東区下南部 810 8 88 △ ○
75 白川 中流域 左岸 長嶺 熊本市東区長嶺東 1,050 1 89 ○
白川 中流域 左岸 長嶺遺跡群 熊本市東区長嶺東 777 49 90 ○ ○ ○ 第 8 次調査区。
白川 中流域 左岸 長嶺 熊本市東区長嶺東 420 9 91 ？ ？ ？ 小型仿製鏡 1 第 11 次調査区。年報のため詳細
不明。
白川 中流域 左岸 長嶺遺跡群 熊本市東区長嶺東 457 27 92 △ ○ 第 14 次調査区。 
第 1・８・14 次調査区に囲まれた
範囲に集落の中心ありと想定。
76 白川 中流域 左岸 吉原 熊本市東区吉原町 1,127 0 93 ○ 包含層。
77 白川 中流域 右岸 法王鶴 熊本市北区龍田町弓削 1,889 18 94 ○ 脚台付長胴甕まで ○ ○ 第 1 次調査区。 
溝 SD1953，SD230 は環濠（あるい
は区画溝）の可能性高い。
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57 合志川 中流域 小野川流域 石川 熊本市北区植木町石川 4,739 約 150 71 △ ○ ○ 小型仿製鏡片 1（住居） 古墳前・中期の断絶，6 世紀はじめ
に竈付き住居出現。
58 合志川 中流域 小野川流域 
（下岩野川流域）
松山 熊本市北区植木町岩野 164 1 72 ○ 北無田Ⅲ期，ただし住居は長方形
2 本主柱。
59 合志川 上流域 左岸 古閑下 菊池市旭志村小原 300 1 73 ○ △
60 合志川 上流域 矢護川下流域 伊坂上原 菊池市旭志村伊坂 24,000 3 74 ○
合志川 上流域 矢護川下流域 伊坂上ノ原 菊池市旭志村川辺 1,260 10,1 75 ○ △
61 合志川 上流域 矢護川上流域 矢護川日向 大津町矢護川 約 5,000 28,5 76 ○ ○ △
62 井芹川 上流域 左岸 荻迫 熊本市北区植木町荻迫 210 3 77 ○ ○ 調査区外で弥生中期後半～古墳
初頭の土器表採。





64 井芹川 中流域 右岸 扇田 熊本市北区貢町 15,000 3,21 79 △ ○ ○ 第 1 次調査区。住居は弥生後期前
半，古墳前期後半に二分。五丁中
原遺跡に先行するとする。
65 坪井川 上流域 左岸 立石遺跡群 熊本市北区改寄町 1,864 17 以上？ 80 ？ 第 3 次調査区。年報のため詳細不
明。
66 坪井川 上流域 右岸 小糸山遺跡群 熊本市北区明徳町 4,000 93 81 ○ ？ ？ ？ 第 1 次調査区。年報のため詳細不
明。
67 坪井川 上流域 右岸 楠野遺跡群 熊本市北区楠野町 600 6 82 ○ 第 1 次調査区。
68 坪井川 上流域 左岸 梶尾遺跡群 熊本市北区梶尾町 2,700 19 81 ○ ？ ？ ？ 第 1 次調査区。年報のため詳細不
明。
69 坪井川 中流域 左岸（堀川合流点） 清水町遺跡群 熊本市北区八景水谷 230 4 83 ○ △ 銅鏡片 1（包含層） 第 1 次調査区。堀川は江戸期用水
路。
坪井川 中流域 左岸（堀川合流点） 清水町遺跡群 熊本市北区八景水谷 250 3,2 84 ○ ○ 第 2 次調査区。堀川は江戸期用水
路。
70 坪井川 中流域 右岸 徳王 熊本市北区高平 500 29 81 ？ 小型仿製鏡 1（採集） 第 1 次調査区。年報のため詳細不
明。
71 白川 中流域 右岸 庵ノ前 熊本市北区龍田 6,900 3 85 ○ 沈目Ⅱ期・塚原Ⅰ期（前期後葉～
中期前葉）。
72 白川 中流域 右岸 迫ノ上 熊本市北区龍田 6,400 7 86 ○ 沈目Ⅱ期・塚原Ⅰ期（前期後葉～
中期前葉）。 
庵ノ前遺跡の南に隣接。
73 白川 中流域 左岸 西谷 熊本市東区下南部 1,500 8 87 ○
74 白川 中流域 左岸 下南部 熊本市東区下南部 810 8 88 △ ○
75 白川 中流域 左岸 長嶺 熊本市東区長嶺東 1,050 1 89 ○
白川 中流域 左岸 長嶺遺跡群 熊本市東区長嶺東 777 49 90 ○ ○ ○ 第 8 次調査区。
白川 中流域 左岸 長嶺 熊本市東区長嶺東 420 9 91 ？ ？ ？ 小型仿製鏡 1 第 11 次調査区。年報のため詳細
不明。
白川 中流域 左岸 長嶺遺跡群 熊本市東区長嶺東 457 27 92 △ ○ 第 14 次調査区。 
第 1・８・14 次調査区に囲まれた
範囲に集落の中心ありと想定。
76 白川 中流域 左岸 吉原 熊本市東区吉原町 1,127 0 93 ○ 包含層。
77 白川 中流域 右岸 法王鶴 熊本市北区龍田町弓削 1,889 18 94 ○ 脚台付長胴甕まで ○ ○ 第 1 次調査区。 
溝 SD1953，SD230 は環濠（あるい
は区画溝）の可能性高い。


















































79 白川 中流域 左岸 弓削山尻 熊本市東区石原・平山町 3,000 23 95,97,98 ○ 脚台なし長胴甕まで？ ○ ○ ○ 未報告のため詳細不明。弓削中原
とも（緒方 1977）。 
石原亀甲遺跡と同集落か？
80 白川 中流域 左岸 石の本 熊本市東区平山町 12,770 1,9 99 ○ ○ 古墳時代は前期後葉～中期前葉。
81 白川 中流域 右岸 梅ノ木 菊陽町津久礼 6,000 27 100 ○ △ △ 六地蔵遺跡の西に隣接。
白川 中流域 右岸 梅ノ木 菊陽町津久礼 8,000 215 101 ○ ○
82 白川 中流域 右岸 六地蔵 菊陽町津久礼 ？ 0 102 ○ ○ 梅ノ木遺跡の東に隣接，包含層。
白川 中流域 右岸 六地蔵 菊陽町津久礼 50 1 101 △
83 白川 中流域 左岸 鹿帰瀬 熊本市東区鹿帰瀬町 90 8 101 ○ △ 梅ノ木・六地蔵遺跡の南，白川対
岸。
84 白川 上流域 立野火口瀬以西 
右岸
西弥護免 大津町大津 24,500 224 95,103, 
104,105
○ ？ ？ ○ ○ 小型仿製鏡 1 未正式報告のため詳細不明。 
堀川は江戸期用水路。
85 白川 上流域 立野火口瀬以西 
左岸
中島宝満鶴 大津町岩坂 1,020 6 106 ○ △ 中島宝満鶴・岩坂葉柳・岩坂樋ノ
口はそれぞれ隣接。
86 白川 上流域 立野火口瀬以西 
左岸
岩坂葉柳 大津町岩坂 1,958 10 106 △ ○ △ 中島宝満鶴・岩坂葉柳・岩坂樋ノ
口はそれぞれ隣接。
87 白川 上流域 立野火口瀬以西 
左岸
岩坂樋ノ口 大津町岩坂 3,127 3 106 ○ 中島宝満鶴・岩坂葉柳・岩坂樋ノ
口はそれぞれ隣接。
88 白川 上流域 立野火口瀬以西 
左岸
立石 大津町錦野 2,050 10 107 ○ ○ 銅鏃 1（住居） 土器図化されず，記述・写真より
判断。
89 白川 上流域 立野火口瀬以西 
右岸
瀬田裏 大津町瀬田 約 13,600 6 108 ○ ○ ○ 器種不明青銅器片（住居）
90 白川 上流域 立野火口瀬以西 
右岸
瀬田池ノ原 大津町瀬田 1,600 2 109 ○
91 白川 上流域 立野火口瀬以西 
左岸
大鶴Ａ 大津町外牧 2,420 3,6 107 ○ ○ 土器図化されず，記述・写真より
判断。 
古墳時代は中期前葉？
92 白川 上流域 白川・黒川合流点 河陽Ｆ 南阿蘇村河陽 1,100 0 110 ○ ○ 包含層。
93 白川 上流域 阿蘇谷 宮山 阿蘇市的石 2,713 23 111 ○ 脚台なし長胴甕まで △ △ ○ ○
白川 上流域 阿蘇谷 宮山 阿蘇市的石 ？ 2 112 △ △ △
94 白川 上流域 阿蘇谷 狩尾・湯の口 阿蘇市狩尾 6,140 45 113 ○ 脚台なし長胴甕まで ○ ○ ○ 多量の鉄器，銅鏡片 1（箱
式石棺），無茎銅鏃 1（鉇加
工？，住居）
95 白川 上流域 阿蘇谷 狩尾・方無田 阿蘇市狩尾 7,146 38 113 △ ○ ○ 多量の鉄器
96 白川 上流域 阿蘇谷 狩尾・前田 阿蘇市狩尾 2,796 13 113 ○ ○
97 白川 上流域 阿蘇谷 池田・古園 阿蘇市狩尾
4,280
35 113 ○ ○ ○ 多量の鉄器 第Ⅰ・Ⅱ調査区。
白川 上流域 阿蘇谷 池田 阿蘇市狩尾 9 114 ○ ○ 第Ⅲ調査区。狩尾Ⅲ期並行とす
る。
98 白川 上流域 阿蘇谷 小野原Ａ遺跡 阿蘇市狩尾 21,000 18 115 △ △ ○ △ 鍛冶関連遺物 小野原 1 ～５段階区分，1 段階は
中期的様相，５段階で長脚化。 
脚台なしは包含層出土。
99 白川 上流域 阿蘇谷 下扇原遺跡 阿蘇市三久保 18,000 86 115 ○ ○ 多量の鉄器，鍛冶関連遺物，
銅釦２（住居）
小野原 1 ～５段階区分，1 段階は
中期的様相，５段階で長脚化。
100 白川 上流域 阿蘇谷 下山西 阿蘇市乙姫 1,300 28 116 ○ ○ ○ 小型仿製鏡 1（住居），銅鏃 1
（包含層）
101 白川 上流域 阿蘇谷 下の原 阿蘇市小里 400 1 117 ○
102 白川 上流域 阿蘇谷 陣内 阿蘇市西湯浦 約 1,700 22 118 ○ ○ 古墳後期の住居 1 検出。








104 白川 上流域 南郷谷 南鶴 南阿蘇村吉田 2,830 182 120 ○ 脚台なし長胴甕まで？ △ △ ○ ○ 小型仿製鏡片 1 第 3 区で溝，報告不十分のため継
続時期は推定。
105 白川 上流域 南郷谷 幅・津留 南阿蘇村両併 
高森町高森
？ ？ 121,122 ○ ？ ？ ？ ？ ？ 執筆時未報告のため詳細不明。
106 熊本平野 北部 現井芹川下流域 千原台遺跡群 熊本市西区島崎 750 14,6 123 ○ ○ ○ 第 2 次調査区。
107 熊本平野 北部 現井芹川下流域 戸坂 熊本市西区戸坂町 約 400 18 124 ○ ○ 小型仿製鏡 1（住居），銅鏃 1
（住居）
熊本平野 北部 現井芹川下流域 戸坂 熊本市西区横手 1,814 約 58 125 ○ ○ 第 3 次調査区。
108 熊本平野 北部 現井芹川下流域 野添平 熊本市西区谷尾崎町 497 2 126 △ △ ○ 第 1 次調査区。
109 熊本平野 北部 現坪井川・現井芹川 
下流域
上高橋高田 熊本市西区上高橋 約 3,000 6（古墳） 127 ○ △ ○ 銅鏡片 2（飛禽鏡：破鏡，鳥
文鏡）
未正式報告のため詳細不明。 
2 世紀から 4 世紀半ばまでの遺物
がほとんどなく，古墳時代は 4 世
紀後半から 5 世紀とする。
110 熊本平野 北部 白川・現坪井川 
下流域




111 熊本平野 北部 白川・現坪井川 
下流域
八島町 熊本市西区蓮台寺 4,976 多数密集 129 ○ ○ △ 小型仿製鏡 1（住居），小型仿
製鏡片 1（住居）
二本木遺跡群の南に隣接。
112 熊本平野 北部 白川下流域 上ノ郷 熊本市南区島町 2,000 2,13 130 △ ○
熊本平野 北部 白川下流域 上ノ郷 熊本市南区島町 662 0 131 ○ 第 4 次調査区。住居は古墳時代。
113 熊本平野 北部 白川下流域 苅草 熊本市南区刈草・合志 ？ 0 132 ○ 『新熊本市史』での整理。
114 熊本平野 北部 白川下流域 
半島状地形先端 
（現在は緑川下流域）



















































79 白川 中流域 左岸 弓削山尻 熊本市東区石原・平山町 3,000 23 95,97,98 ○ 脚台なし長胴甕まで？ ○ ○ ○ 未報告のため詳細不明。弓削中原
とも（緒方 1977）。 
石原亀甲遺跡と同集落か？
80 白川 中流域 左岸 石の本 熊本市東区平山町 12,770 1,9 99 ○ ○ 古墳時代は前期後葉～中期前葉。
81 白川 中流域 右岸 梅ノ木 菊陽町津久礼 6,000 27 100 ○ △ △ 六地蔵遺跡の西に隣接。
白川 中流域 右岸 梅ノ木 菊陽町津久礼 8,000 215 101 ○ ○
82 白川 中流域 右岸 六地蔵 菊陽町津久礼 ？ 0 102 ○ ○ 梅ノ木遺跡の東に隣接，包含層。
白川 中流域 右岸 六地蔵 菊陽町津久礼 50 1 101 △
83 白川 中流域 左岸 鹿帰瀬 熊本市東区鹿帰瀬町 90 8 101 ○ △ 梅ノ木・六地蔵遺跡の南，白川対
岸。
84 白川 上流域 立野火口瀬以西 
右岸
西弥護免 大津町大津 24,500 224 95,103, 
104,105
○ ？ ？ ○ ○ 小型仿製鏡 1 未正式報告のため詳細不明。 
堀川は江戸期用水路。
85 白川 上流域 立野火口瀬以西 
左岸
中島宝満鶴 大津町岩坂 1,020 6 106 ○ △ 中島宝満鶴・岩坂葉柳・岩坂樋ノ
口はそれぞれ隣接。
86 白川 上流域 立野火口瀬以西 
左岸
岩坂葉柳 大津町岩坂 1,958 10 106 △ ○ △ 中島宝満鶴・岩坂葉柳・岩坂樋ノ
口はそれぞれ隣接。
87 白川 上流域 立野火口瀬以西 
左岸
岩坂樋ノ口 大津町岩坂 3,127 3 106 ○ 中島宝満鶴・岩坂葉柳・岩坂樋ノ
口はそれぞれ隣接。
88 白川 上流域 立野火口瀬以西 
左岸
立石 大津町錦野 2,050 10 107 ○ ○ 銅鏃 1（住居） 土器図化されず，記述・写真より
判断。
89 白川 上流域 立野火口瀬以西 
右岸
瀬田裏 大津町瀬田 約 13,600 6 108 ○ ○ ○ 器種不明青銅器片（住居）
90 白川 上流域 立野火口瀬以西 
右岸
瀬田池ノ原 大津町瀬田 1,600 2 109 ○
91 白川 上流域 立野火口瀬以西 
左岸
大鶴Ａ 大津町外牧 2,420 3,6 107 ○ ○ 土器図化されず，記述・写真より
判断。 
古墳時代は中期前葉？
92 白川 上流域 白川・黒川合流点 河陽Ｆ 南阿蘇村河陽 1,100 0 110 ○ ○ 包含層。
93 白川 上流域 阿蘇谷 宮山 阿蘇市的石 2,713 23 111 ○ 脚台なし長胴甕まで △ △ ○ ○
白川 上流域 阿蘇谷 宮山 阿蘇市的石 ？ 2 112 △ △ △
94 白川 上流域 阿蘇谷 狩尾・湯の口 阿蘇市狩尾 6,140 45 113 ○ 脚台なし長胴甕まで ○ ○ ○ 多量の鉄器，銅鏡片 1（箱
式石棺），無茎銅鏃 1（鉇加
工？，住居）
95 白川 上流域 阿蘇谷 狩尾・方無田 阿蘇市狩尾 7,146 38 113 △ ○ ○ 多量の鉄器
96 白川 上流域 阿蘇谷 狩尾・前田 阿蘇市狩尾 2,796 13 113 ○ ○
97 白川 上流域 阿蘇谷 池田・古園 阿蘇市狩尾
4,280
35 113 ○ ○ ○ 多量の鉄器 第Ⅰ・Ⅱ調査区。
白川 上流域 阿蘇谷 池田 阿蘇市狩尾 9 114 ○ ○ 第Ⅲ調査区。狩尾Ⅲ期並行とす
る。
98 白川 上流域 阿蘇谷 小野原Ａ遺跡 阿蘇市狩尾 21,000 18 115 △ △ ○ △ 鍛冶関連遺物 小野原 1 ～５段階区分，1 段階は
中期的様相，５段階で長脚化。 
脚台なしは包含層出土。
99 白川 上流域 阿蘇谷 下扇原遺跡 阿蘇市三久保 18,000 86 115 ○ ○ 多量の鉄器，鍛冶関連遺物，
銅釦２（住居）
小野原 1 ～５段階区分，1 段階は
中期的様相，５段階で長脚化。
100 白川 上流域 阿蘇谷 下山西 阿蘇市乙姫 1,300 28 116 ○ ○ ○ 小型仿製鏡 1（住居），銅鏃 1
（包含層）
101 白川 上流域 阿蘇谷 下の原 阿蘇市小里 400 1 117 ○
102 白川 上流域 阿蘇谷 陣内 阿蘇市西湯浦 約 1,700 22 118 ○ ○ 古墳後期の住居 1 検出。








104 白川 上流域 南郷谷 南鶴 南阿蘇村吉田 2,830 182 120 ○ 脚台なし長胴甕まで？ △ △ ○ ○ 小型仿製鏡片 1 第 3 区で溝，報告不十分のため継
続時期は推定。
105 白川 上流域 南郷谷 幅・津留 南阿蘇村両併 
高森町高森
？ ？ 121,122 ○ ？ ？ ？ ？ ？ 執筆時未報告のため詳細不明。
106 熊本平野 北部 現井芹川下流域 千原台遺跡群 熊本市西区島崎 750 14,6 123 ○ ○ ○ 第 2 次調査区。
107 熊本平野 北部 現井芹川下流域 戸坂 熊本市西区戸坂町 約 400 18 124 ○ ○ 小型仿製鏡 1（住居），銅鏃 1
（住居）
熊本平野 北部 現井芹川下流域 戸坂 熊本市西区横手 1,814 約 58 125 ○ ○ 第 3 次調査区。
108 熊本平野 北部 現井芹川下流域 野添平 熊本市西区谷尾崎町 497 2 126 △ △ ○ 第 1 次調査区。
109 熊本平野 北部 現坪井川・現井芹川 
下流域
上高橋高田 熊本市西区上高橋 約 3,000 6（古墳） 127 ○ △ ○ 銅鏡片 2（飛禽鏡：破鏡，鳥
文鏡）
未正式報告のため詳細不明。 
2 世紀から 4 世紀半ばまでの遺物
がほとんどなく，古墳時代は 4 世
紀後半から 5 世紀とする。
110 熊本平野 北部 白川・現坪井川 
下流域




111 熊本平野 北部 白川・現坪井川 
下流域
八島町 熊本市西区蓮台寺 4,976 多数密集 129 ○ ○ △ 小型仿製鏡 1（住居），小型仿
製鏡片 1（住居）
二本木遺跡群の南に隣接。
112 熊本平野 北部 白川下流域 上ノ郷 熊本市南区島町 2,000 2,13 130 △ ○
熊本平野 北部 白川下流域 上ノ郷 熊本市南区島町 662 0 131 ○ 第 4 次調査区。住居は古墳時代。
113 熊本平野 北部 白川下流域 苅草 熊本市南区刈草・合志 ？ 0 132 ○ 『新熊本市史』での整理。
114 熊本平野 北部 白川下流域 
半島状地形先端 
（現在は緑川下流域）




















































115 熊本平野 北部 白川下流域 本庄 熊本市中央区本荘 589 9 134 ○ 0712 調査地点。
熊本平野 北部 白川下流域 本庄 熊本市中央区本荘 172 4 135 ○ 0006 調査地点。





熊本平野 北部 白川下流域 本庄 熊本市中央区本荘 206 2 135 △ ○ 0119 調査地点。1 号溝は古墳前
期。
熊本平野 北部 白川下流域 本庄 熊本市中央区本荘 334 0 136 ○ 0304 調査地点。51 号溝が古墳前
期…0104 調査地点の 30 号溝に近
接，関連するか？
熊本平野 北部 白川下流域 本庄 熊本市中央区本荘 2,405 15 137 ○ 9901 調査地点。
116 熊本平野 東部 江津湖左岸 江津湖遺跡群 熊本市東区広木町 3,372 4 138 △ ○















第 7・10 次調査区。 
江津湖編年Ⅳ -1（古閑期に後出），
Ⅳ -2（沈目Ⅰ，前期中葉），Ⅳ -3（沈
目Ⅱ）。Ⅳ -3 で方形周溝墓出現。 
Ｖ字溝＝ 9 号溝＝環濠？，溝
SD02 の性格？。
熊本平野 東部 江津湖左岸 江津湖遺跡群 熊本市東区若葉 100 0 140 ○ 第 7 次調査区 9 号溝と同
じか？
△ ○ ○ 第 23 次調査区。 
溝 SD06 は第 7 次調査区検出の 9
号溝に接続か？
熊本平野 東部 江津湖左岸 江津湖遺跡群 熊本市東区広木町 220 2 140 ○ 
（円形周溝状遺構）
第 24 次調査区。
117 熊本平野 東部 江津湖左岸 上ノ門 熊本市東区湖東 約 7 1 141 △ ○
118 熊本平野 東部 江津湖左岸 神水 熊本市中央区出水 ？ 12 142 ○ △ 銅鉇 1（住居） 県立図書館地点。
熊本平野 東部 江津湖左岸 神水 熊本市中央区出水 4,788 70 143 ○ ○ △ 銅鏃 2（住居・包含層），銅釦
1（住居），青銅製刃器片？ 1
第 1 次調査区。
熊本平野 東部 江津湖左岸 神水 熊本市中央区神水本町 1,200 35 144 ○
熊本平野 東部 江津湖左岸 神水 熊本市中央区神水本町 1,036 119 145 ○ ○ △ 第 13・23・25 次調査区。 
溝多いが，住居と同程度の深さな
ので環濠とは考えがたいとする。
熊本平野 東部 江津湖左岸 神水 熊本市中央区神水本町 429 55 146 ○ ○ ○ 第 20・28 次調査区。
熊本平野 東部 江津湖左岸 神水 熊本市中央区神水本町 230 26 147 △ ○ ○ ○ 第 34 次調査区。
熊本平野 東部 江津湖左岸 神水 熊本市中央区神水本町 550 21 148 ○① 方形区画？ ①ハケ脚台付長胴甕まで 
（SD002）
○ ○ ○ 
（方形区画？の溝）
第 40 次調査区。 
溝 SD002 はＶ字溝＝環濠？。
溝 SD004 は第 38 次調査区検出の
溝 SD001 と共に方形区画をなす
か，前期後葉埋没。
熊本平野 東部 江津湖左岸 神水 熊本市中央区神水本町 540 87 149 ○ ○ ○ ？ 第 41 次調査区。
熊本平野 東部 江津湖左岸 神水 熊本市中央区神水 556 2 150 ○ 第 42 次調査区。
119 熊本平野 東部 秋津川右岸 梨木 益城町広﨑 15,000 0 151 △ ○ △ △ 包含層。
120 熊本平野 東部 秋津川右岸 古閑北 益城町古閑 28,700 1 152 △ ○ 梨木遺跡の東に隣接，包含層。
121 熊本平野 東部 秋津川右岸 古閑 益城町古閑 ？ ？ 28,153 ○ ○ 九州道関連。北地区。溝より出
土。
熊本平野 東部 秋津川右岸 古閑 益城町古閑 ？ ？ 28,154 ○ ○ 土器のみ整理，場所地図無，九州
道関連。南地区。







123 熊本平野 東部 木山川左岸 杉の久保 益城町福原 189 5 156 ？
124 熊本平野 東部 矢形川右岸 塔平 益城町小池 3,725 27 157 ○ ○
熊本平野 東部 矢形川右岸 塔平 益城町小池・島田 8,170 33 158 ○ △




126 熊本平野 東部 緑川下流域右岸 
（現在は加勢川右岸）
御幸木部遺跡群 熊本市南区御幸木部 1,100 3 160 ○？ ○ 北東 100m の熊本市 2003 調査区
で環濠？
127 熊本平野 東部 緑川下流域左岸 西天神原 熊本市南区城南町坂野 約 380 4 161 ○
128 熊本平野 東部 浜戸川下流域右岸 新御堂 熊本市南区城南町宮地 25,000 528 162 ○ ハケ脚台付長胴甕まで？ ○ ○ 本調査にて：銅鏡片 1，小型
仿製鏡 2，銅鏃 3，大泉五十 1 
以前：巴形銅器 1，銅鏡片 1，
貨泉 1，半両銭 1








3 世紀後半～ 4 世紀前半は皆無と
する。
129 熊本平野 東部 浜戸川下流域右岸 沈目 熊本市南区城南町沈目 28,800 25 163 ○ 九州道関連。
130 熊本平野 東部 浜戸川下流域左岸 上の原 熊本市南区城南町塚原 38,000？ 90 164 ○
131 宇土半島 
基部















































115 熊本平野 北部 白川下流域 本庄 熊本市中央区本荘 589 9 134 ○ 0712 調査地点。
熊本平野 北部 白川下流域 本庄 熊本市中央区本荘 172 4 135 ○ 0006 調査地点。





熊本平野 北部 白川下流域 本庄 熊本市中央区本荘 206 2 135 △ ○ 0119 調査地点。1 号溝は古墳前
期。
熊本平野 北部 白川下流域 本庄 熊本市中央区本荘 334 0 136 ○ 0304 調査地点。51 号溝が古墳前
期…0104 調査地点の 30 号溝に近
接，関連するか？
熊本平野 北部 白川下流域 本庄 熊本市中央区本荘 2,405 15 137 ○ 9901 調査地点。
116 熊本平野 東部 江津湖左岸 江津湖遺跡群 熊本市東区広木町 3,372 4 138 △ ○















第 7・10 次調査区。 
江津湖編年Ⅳ -1（古閑期に後出），
Ⅳ -2（沈目Ⅰ，前期中葉），Ⅳ -3（沈
目Ⅱ）。Ⅳ -3 で方形周溝墓出現。 
Ｖ字溝＝ 9 号溝＝環濠？，溝
SD02 の性格？。
熊本平野 東部 江津湖左岸 江津湖遺跡群 熊本市東区若葉 100 0 140 ○ 第 7 次調査区 9 号溝と同
じか？
△ ○ ○ 第 23 次調査区。 
溝 SD06 は第 7 次調査区検出の 9
号溝に接続か？
熊本平野 東部 江津湖左岸 江津湖遺跡群 熊本市東区広木町 220 2 140 ○ 
（円形周溝状遺構）
第 24 次調査区。
117 熊本平野 東部 江津湖左岸 上ノ門 熊本市東区湖東 約 7 1 141 △ ○
118 熊本平野 東部 江津湖左岸 神水 熊本市中央区出水 ？ 12 142 ○ △ 銅鉇 1（住居） 県立図書館地点。
熊本平野 東部 江津湖左岸 神水 熊本市中央区出水 4,788 70 143 ○ ○ △ 銅鏃 2（住居・包含層），銅釦
1（住居），青銅製刃器片？ 1
第 1 次調査区。
熊本平野 東部 江津湖左岸 神水 熊本市中央区神水本町 1,200 35 144 ○
熊本平野 東部 江津湖左岸 神水 熊本市中央区神水本町 1,036 119 145 ○ ○ △ 第 13・23・25 次調査区。 
溝多いが，住居と同程度の深さな
ので環濠とは考えがたいとする。
熊本平野 東部 江津湖左岸 神水 熊本市中央区神水本町 429 55 146 ○ ○ ○ 第 20・28 次調査区。
熊本平野 東部 江津湖左岸 神水 熊本市中央区神水本町 230 26 147 △ ○ ○ ○ 第 34 次調査区。
熊本平野 東部 江津湖左岸 神水 熊本市中央区神水本町 550 21 148 ○① 方形区画？ ①ハケ脚台付長胴甕まで 
（SD002）
○ ○ ○ 
（方形区画？の溝）
第 40 次調査区。 
溝 SD002 はＶ字溝＝環濠？。
溝 SD004 は第 38 次調査区検出の
溝 SD001 と共に方形区画をなす
か，前期後葉埋没。
熊本平野 東部 江津湖左岸 神水 熊本市中央区神水本町 540 87 149 ○ ○ ○ ？ 第 41 次調査区。
熊本平野 東部 江津湖左岸 神水 熊本市中央区神水 556 2 150 ○ 第 42 次調査区。
119 熊本平野 東部 秋津川右岸 梨木 益城町広﨑 15,000 0 151 △ ○ △ △ 包含層。
120 熊本平野 東部 秋津川右岸 古閑北 益城町古閑 28,700 1 152 △ ○ 梨木遺跡の東に隣接，包含層。
121 熊本平野 東部 秋津川右岸 古閑 益城町古閑 ？ ？ 28,153 ○ ○ 九州道関連。北地区。溝より出
土。
熊本平野 東部 秋津川右岸 古閑 益城町古閑 ？ ？ 28,154 ○ ○ 土器のみ整理，場所地図無，九州
道関連。南地区。







123 熊本平野 東部 木山川左岸 杉の久保 益城町福原 189 5 156 ？
124 熊本平野 東部 矢形川右岸 塔平 益城町小池 3,725 27 157 ○ ○
熊本平野 東部 矢形川右岸 塔平 益城町小池・島田 8,170 33 158 ○ △




126 熊本平野 東部 緑川下流域右岸 
（現在は加勢川右岸）
御幸木部遺跡群 熊本市南区御幸木部 1,100 3 160 ○？ ○ 北東 100m の熊本市 2003 調査区
で環濠？
127 熊本平野 東部 緑川下流域左岸 西天神原 熊本市南区城南町坂野 約 380 4 161 ○
128 熊本平野 東部 浜戸川下流域右岸 新御堂 熊本市南区城南町宮地 25,000 528 162 ○ ハケ脚台付長胴甕まで？ ○ ○ 本調査にて：銅鏡片 1，小型
仿製鏡 2，銅鏃 3，大泉五十 1 
以前：巴形銅器 1，銅鏡片 1，
貨泉 1，半両銭 1








3 世紀後半～ 4 世紀前半は皆無と
する。
129 熊本平野 東部 浜戸川下流域右岸 沈目 熊本市南区城南町沈目 28,800 25 163 ○ 九州道関連。
130 熊本平野 東部 浜戸川下流域左岸 上の原 熊本市南区城南町塚原 38,000？ 90 164 ○
131 宇土半島 
基部




























































北半部 東側・潤川下流域 境目 宇土市境目町 60 2 167 ○ 第 7 次調査。
宇土半島 
基部
北半部 東側・潤川下流域 境目 宇土市境目町 ？ 1 168,169 ○ △ △ ○ ○ 『新宇土市史』での整理。
宇土半島 
基部
北半部 東側・潤川下流域 境目西原 宇土市境目町 148 1? 170 △ △
134 宇土半島 
基部
北半部 東側・潤川下流域 畑中 宇土市松山町 ？ 0 171 ○ ○ ○ 『新宇土市史』での整理。
135 宇土半島 
基部
北半部 東側・潤川下流域 下松山 宇土市松山町 ？ 0 172 ○ 『新宇土市史』での整理。
136 宇土半島 
基部
北半部 西側 城山 宇土市古城町 441 0 173 △
宇土半島 
基部
北半部 西側 城山 宇土市古城町・神馬町 ？ 0 174 △ ○ △ △
宇土半島 
基部
北半部 西側 城山 宇土市古城町・神馬町 ？ 0 175 ○ 『新宇土市史』での整理。
137 宇土半島 
基部
北半部 西側 西岡台 宇土市神馬町 ？ 0 176 ●居館 ○ 古墳前期の濠（首長居館）。
宇土半島 
基部
北半部 西側 西岡台 宇土市神馬町 448 0 177 ●居館 ？ 古墳前期の濠（首長居館）。
宇土半島 
基部
北半部 西側 西岡台 宇土市神馬町 830 0 178 ●居館 △ 古墳前期の濠（首長居館）。
宇土半島 
基部
北半部 西側 西岡台 宇土市神馬町 ？ 0 166 ●居館 ○ 『新宇土市史』での再整理。 
古墳前期の濠（首長居館）。西岡台




北半部 西側 轟 宇土市宮庄町 ？ 0 179 △ △ 銅鏡片 1（貝塚） 『新宇土市史』での整理。
139 宇土半島 
基部
南半部 東側・大野川流域 松橋前田 宇城市松橋町松橋 ？ 0 180 ○ ○ 未正式報告のため詳細不明。
140 宇土半島 
基部
南半部 東側・大野川流域 大塚台地 宇城市松橋町松橋・きらら 1,800 27 181 ○ ○ 報告不十分なため詳細不明。
141 宇土半島 南岸 郡浦川右岸 文蔵貝塚 宇城市三角町中村 約 55 1 182 △ △
142 球磨川 下流域 右岸 島田 八代市島田町 3,200 3,11 183 △ ○ ○

























球磨川 下流域 右岸 上日置女夫木 八代市上日置町 2,480 4 187 ○ ○ 弥生前期：島田 10 棟，中期：用
七 5 棟。 
後期：島田 7 棟・用七 12 棟・上日




球磨川 下流域 右岸 上日置女夫木 八代市長田町 1,537 2 188 ○ △ ○ 
（住居）
145 球磨川 下流域 右岸 西片百田 八代市西片町 3,271 13,2 189 ○ △ △
球磨川 下流域 右岸 西片百田 八代市西片町 6,488 39 190 ○ 土器埋納土坑は古墳前期初頭。
146 球磨川 下流域 右岸 西片園田 八代市西片町 4,700 0 189 ○ 包含層，わずかに脚台や免田式出
土。
球磨川 下流域 右岸 西片町 八代市西片町 1,000 0 191 ○ ○ 包含層。 
弥生後期中頃に洪水→古墳前期
中頃に集落再興。
147 球磨川 下流域 左岸 下堀切 八代市豊原下町 約 300 0 192,193 ○？ ハケ脚台付長胴甕まで？ ○ 上東式土器の出土。



































































北半部 東側・潤川下流域 境目 宇土市境目町 60 2 167 ○ 第 7 次調査。
宇土半島 
基部
北半部 東側・潤川下流域 境目 宇土市境目町 ？ 1 168,169 ○ △ △ ○ ○ 『新宇土市史』での整理。
宇土半島 
基部
北半部 東側・潤川下流域 境目西原 宇土市境目町 148 1? 170 △ △
134 宇土半島 
基部
北半部 東側・潤川下流域 畑中 宇土市松山町 ？ 0 171 ○ ○ ○ 『新宇土市史』での整理。
135 宇土半島 
基部
北半部 東側・潤川下流域 下松山 宇土市松山町 ？ 0 172 ○ 『新宇土市史』での整理。
136 宇土半島 
基部
北半部 西側 城山 宇土市古城町 441 0 173 △
宇土半島 
基部
北半部 西側 城山 宇土市古城町・神馬町 ？ 0 174 △ ○ △ △
宇土半島 
基部
北半部 西側 城山 宇土市古城町・神馬町 ？ 0 175 ○ 『新宇土市史』での整理。
137 宇土半島 
基部
北半部 西側 西岡台 宇土市神馬町 ？ 0 176 ●居館 ○ 古墳前期の濠（首長居館）。
宇土半島 
基部
北半部 西側 西岡台 宇土市神馬町 448 0 177 ●居館 ？ 古墳前期の濠（首長居館）。
宇土半島 
基部
北半部 西側 西岡台 宇土市神馬町 830 0 178 ●居館 △ 古墳前期の濠（首長居館）。
宇土半島 
基部
北半部 西側 西岡台 宇土市神馬町 ？ 0 166 ●居館 ○ 『新宇土市史』での再整理。 
古墳前期の濠（首長居館）。西岡台




北半部 西側 轟 宇土市宮庄町 ？ 0 179 △ △ 銅鏡片 1（貝塚） 『新宇土市史』での整理。
139 宇土半島 
基部
南半部 東側・大野川流域 松橋前田 宇城市松橋町松橋 ？ 0 180 ○ ○ 未正式報告のため詳細不明。
140 宇土半島 
基部
南半部 東側・大野川流域 大塚台地 宇城市松橋町松橋・きらら 1,800 27 181 ○ ○ 報告不十分なため詳細不明。
141 宇土半島 南岸 郡浦川右岸 文蔵貝塚 宇城市三角町中村 約 55 1 182 △ △
142 球磨川 下流域 右岸 島田 八代市島田町 3,200 3,11 183 △ ○ ○

























球磨川 下流域 右岸 上日置女夫木 八代市上日置町 2,480 4 187 ○ ○ 弥生前期：島田 10 棟，中期：用
七 5 棟。 
後期：島田 7 棟・用七 12 棟・上日




球磨川 下流域 右岸 上日置女夫木 八代市長田町 1,537 2 188 ○ △ ○ 
（住居）
145 球磨川 下流域 右岸 西片百田 八代市西片町 3,271 13,2 189 ○ △ △
球磨川 下流域 右岸 西片百田 八代市西片町 6,488 39 190 ○ 土器埋納土坑は古墳前期初頭。
146 球磨川 下流域 右岸 西片園田 八代市西片町 4,700 0 189 ○ 包含層，わずかに脚台や免田式出
土。
球磨川 下流域 右岸 西片町 八代市西片町 1,000 0 191 ○ ○ 包含層。 
弥生後期中頃に洪水→古墳前期
中頃に集落再興。
147 球磨川 下流域 左岸 下堀切 八代市豊原下町 約 300 0 192,193 ○？ ハケ脚台付長胴甕まで？ ○ 上東式土器の出土。
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An Analysis of the Rise and Decline of Late Yayoi Settlements 
as Factors behind the Emergence of Clusters of Prominent Chiefs’ Tombs 
in the Early Kofun Period： Why Did Mounded Tombs Appear There?
SUGII Takeshi
This article examines the rise and decline of settlements in the late Yayoi and early Kofun periods 
and the trend of constructing mounded tombs (keyhole tombs) for powerful chiefs in the early Kofun 
period in the Kumamoto area. This study finds that no prominent early tombs were built in the Kikuchi 
River Middle Basin, which was prosperous in the late Yayoi period, while a cluster of early tombs for 
prominent chiefs was formed at the root of the Uto Peninsula, which was relatively worse off in those 
days. Although the geographical features, such as rivers and plains, imply that farmers, especially 
rice producers, in the Kikuchi River Middle Basin had much higher productivity than those at the 
root of the Uto Peninsula, this high productivity was not directly related to the creation of mounded 
tombs or maintenance of settlements in the early Kofun period. In other words, the territories of large 
settlements serving as district centers in the late Yayoi period did not coincide with the areas where 
prominent chiefs’ tombs were constructed in the early Kofun period, at least in the Kumamoto area.
The root of the Uto Peninsula is considered as the southern border of the Yayoi culture, whose 
elements, such as burial jars and bronze weapons, have characterized the northern Kyu¯shu¯ region. 
The central government, located in the Kinai region, introduced various hierarchical elements into the 
tumulus system and used the order built on them to establish its position as the mainstay of the state. 
The geographical range of influence of the government, presumed from the distribution of keyhole 
tombs, is considered to have coincided with the areas where rice production was accepted as a means 
of livelihood in the Yayoi period. If this is the case, the root of the Uto Peninsula on the southern 
border of the Yayoi culture, which was dominant in the northern Kyu¯shu¯ region, seems to have been 
regarded as the forefront of the inside world from the perspective of the central government. In 
other words, it is presumed that some of the first large keyhole tombs were constructed at the root 
of the Uto Peninsula because the central government placed a particularly high value on the area as a 
symbol of solidarity of the inside world (vs. the outer world).
Thus, some keyhole tombs were constructed outside the conventional economic sphere. This fact 
clearly indicates that tumuli were of considerable political significance.











































































































































































































































































































1. 院塚古墳　2. 藤光寺古墳　3. 天水大塚古墳　4. 山下古墳　5. 竜王山古墳　6. 津袋大塚古墳　7. 天神山古墳　8. 城ノ越古墳　9. 迫ノ上古墳　10. スリバチ山古墳　
11. 潤野 3号墳　12. チャン山古墳　13. 御手水古墳　14. 向野田古墳　15. 弁天山古墳　16. 大王山 3号墳　17. 大王山 1号墳　18. 有佐大塚古墳　19. 楠木山古墳　
20. 清水甲古墳　21. 千崎古墳群
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図3　熊本県地域における主要前期古墳の分布
